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1. はじめに 
あるユーザが時間的または地理的制約により参加するこ

とが出来ない議論においては，当ユーザの意見が反映され

ないまま議論が進行する．そこで本研究では，当ユーザの

意見を反映させた議論進行を可能にするために，ユーザを

模して議論に参加する代理議論エージェントを開発する．

また，社会的地位や宗教的問題により発言力を持たない，

あるいは発言しづらいユーザの意見が埋もれ,民主的な議

論が行われないことがある．特定ユーザではなく，架空ユ

ーザのペルソナによる代理議論エージェントを用いること

で，ユーザのプライバシを保護しながらも弱い立場のユー

ザの意見を反映させた議論も可能になると考えた．さらに，

多様なペルソナを作成することで大規模な議論シミュレー

ションや社会シミュレーションが可能になり，議論に関す

る大規模な統計データを自在に取得することも可能になる

と考えられる．そのために，近年発展の目覚ましい大規模

言語モデル（LLM; Large Language Model）の一種である

OpenAI の GPT-4 を用いる． 

しかし，GPT-4 に与えるペルソナをプロンプトの限られ

たトークン数の中で網羅的に表現することは容易でない．

なぜなら，人間の性格や口調は千差万別であり，また，選

好情報（好き嫌いや趣味趣向，価値観など）を全てプロン

プトに入れることは不可能だからである．また，GPT-4 が

プロンプトで指定したペルソナに合わない発言を行う場合

がある．本研究では，ユーザの性格情報や，口調情報，選

好情報に基づいて作成したペルソナを用いて，GPT-4 を確

実に制御できるプロンプト設計手法を明らかにする． 

2. 関連研究 
Sandra ら[1]は ChatGPT と人間が生成した短いテキスト

に対して，どちらが生成したテキストであるかを７９％の

精度で区別できることを確認し，ChatGPT の生成する文章

は丁寧で具体的な詳細がなく,非人間的であると結論づけ

た． 

また，清水ら[2]は特定のキャラクタの発話データを

Twitterから約 3.5万件収集し，GPT-2での強化学習を行う

ことで ChatBot にキャラクタらしい口調の再現を可能にし

た．石井ら[3]は，1.5 万組以上の発話ペアを収集してキャ

ラクタらしい口調を再現した．しかし，これらの研究は著

名なキャラクタの口調再現を目指しており，データセット

が万単位で取得できる前提でのものであった．それに対し

本研究では,個人ユーザの議論参加を想定しており,限られ

たデータセットを用いるという点において先行研究とは異

なる. 

Jiang ら[4]は BigFive パーソナリティ特性[5]に基づい

て記述したプロンプトを与えることで，GPT-3.5 がその特

性に即した出力を行うことを確かめた．しかし，この研究

では５要素についてそれぞれ二者択一の記述をしているた

め，性格を３２通りにしか分けられない．そのため，ユー

ザの性格を精密に記述することは難しい．それに対し本研

究では，５要素をパラメータ化することでより詳細な性格

特性の記述を目指す． 

3. 提案手法 
3.1 システムの概要 

図１のシステム概要に示すように，本研究で用いるシス

テムは内容生成フェーズと口調制御フェーズの２フェーズ

によって構成されている．まず，入力発話に対する返答の

内容をユーザ情報に基づいて生成し，その口調をユーザの

口調情報に基づいて制御する． 
3.1.1 内容生成フェーズ 
内容生成フェーズでは，先行文脈（過去の会話履歴）と

入力発話に対する返答内容を生成する．まず，選好情報必

要性判定モジュールを用いて，返答生成にユーザの選好情

報を必要とするかを判定する． 
図２にプロンプト，図３に実行例を示す． 
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図１：システム概要 
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図３では，入力発話「来週のデートどこに行く？」への

返答に【デートスポットの好み】という選好情報が必要で

あると判定している． 

ユーザの選好情報を必要としない場合は，返答内容生成

モジュールを用い，ユーザ DB からのユーザ情報に基づい

て返答内容を生成する． 
選好情報必要性判定モジュールによって選考情報が必要

であると判定された場合は，選好情報推定モジュールを用

いてユーザの選好情報を推定する．必要な選好情報がユー

ザ情報に記述されている場合は，推定を行わずに情報抽出

のみを行う．しかし，選好情報を事前に漏れなくユーザ

DB に格納しておくことは一般的に不可能である．そこで，

必要な選好情報がユーザ情報に記述されていない場合は，

ユーザの性格や他の選好情報に基づいて推定する．これに

より，ユーザ DB に格納していない未知の選好情報を得る

ことができる． 
GPT-4 にプロンプトを与える API では，メッセージの

role（役割）として system，user，assistant の３種類がある．

通常，systemメッセージでは GPT-4 に与える役割を設定し，

userメッセージで GPT-4 に命令や質問を行う． 
図４，５に選好情報推定モジュールのプロンプト，図６

に実行例を示す．図６では，デートスポットの好みという

選好情報をユーザの開放性の高さや好きな旅行先から推定

している． 

 
 
 
 

そして，抽出または推定した選好情報を返答内容生成モ

ジュールに渡すことで，ユーザの選好情報を加味した返答

生成を可能にする． 
図７，８に返答内容生成モジュールのプロンプト，図９

に実行例を示す．図９は，図６で推定した選好情報に基づ

いて返答を生成している． 

内容生成フェーズでは，LangChain の Agents 機能を用い

てこれらの分岐を自動で行い，プロンプトを動的に生成し

ている．LLM には OpenAI の GPT-4 を用いた．また，返答

内容生成モジュールでは，発話にランダム性を持たせるた

めに temperature は 0.5 とし，その他のモジュールでは安定

性のために temperature は 0 とした． 
3.1.2 口調制御フェーズ 
返答内容生成フェーズでは，ユーザの口調を一切加味し

ておらず，生成される返答内容は非人間的な口調になって

いる．そこで，口調制御フェーズでは，返答内容をユーザ

らしい口調に言い換える． 
発話は，その発話のもたらす機能すなわち発話行為[6]に

よって分類することができる．まず，返答内容の発話行為

のタイプを，発話行為タイプ推定モジュールで推定する．

本研究では発話行為タイプを以下の１１種類とする． 
① 挨拶（一定の形式を持った儀礼的な相互発話） 

Ø 「こんにちは」・「おはようございます」 
② クローズドクエスチョン（はい・いいえなどの決

まった形式で回答を求める質問） 
Ø 「この本を読んだことはありますか？」 

③ オープンクエスチョン（自由な回答を求める質問） 
Ø 「どのような本を読みますか？」 

④ 相槌（会話中に挿入される間投詞） 
Ø 「なるほど」・「そうなのですね」 

⑤ 肯定（相手の発話に賛同する発話） 
Ø 「いいと思います」・「確かにそうですね」 

⑥ 否定（相手の発話を否定する発話） 
Ø 「それは間違っていると思います」 

⑦ 感謝（相手の行為や発話などに感謝を示す発話） 
Ø 「ありがとうございます」 

⑧ フィラー（つなぎ言葉） 
Ø 「えっと」・「まあ」 

⑨ 情報提供（相手に情報を提供する発話） 
Ø 「明日は雨が降るらしいですよ」 

⑩ 自己開示（自分の情報を開示する発話） 
Ø 「私は読書が好きです」 

⑪ 要求（相手に動作や発言を求める発話） 
Ø 「ドアを閉めて下さい」 

図２：選好情報必要性判定モジュールのプロンプト 

図４：選好情報推定モジュールの system メッセージ 

図５：選好情報推定モジュールの user メッセージ 

図８：返答内容生成モジュールの user メッセージ 

図７：返答内容生成モジュールの system メッセージ 

図３：選好情報必要性判定モジュールの実行例 

図６：選好情報推定モジュールの実行例 

図 9：返答内容生成モジュールの実行例 
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口調 DB には各発話行為タイプのユーザの発話例が格納

されている．返答内容と同じ発話行為タイプの発話例を口

調制御モジュールに渡す．口調制御モジュールでは，ユー

ザの発話例を用いて Few-Shotプロンプティングによる口調

制御を行う． 
 図１０，１１に発話行為タイプ判定モジュールのプロン

プトを示す． 

図１２，１３に口調制御モジュールのプロンプト，図１４

に実行例を示す．図１４では，図９で生成した返答内容

「美術館巡りと古城散策へ！」を発話行為「要求（１１）」

に分類し，該当するユーザの口調情報に基づいて制御して

いる．また，図で示した実行例は本研究の第一著者のペル

ソナを用いたものであり，「行かんけ？」は第一著者の出

身地である富山県の方言を模したものと考えられる． 

 発話行為タイプを分けることで，口調制御の精度が向上

することを確認した．図１５では，タイプ分けを行わずに

口調制御を行った際，第一著者が使うことのない「やん

か？」という関西弁が使用されている． 
口調制御フェーズでも同様に LangChain を用いて動的に

プロンプトを生成し，また temperature は 0 とした． 

3.2 データベース 

3.2.1 ユーザ DB 
ユーザ DB には基本情報・性格情報・選好情報がテキス

ト形式で格納されている． 
基本情報は，年齢，性別，家族構成，及び職業を含む． 
性格情報は，TIPI-J[7]を用いて測定した BigFiveの５特性

に関するユーザの測定値と，日本人の平均測定値を含む．

また，５特性それぞれの測定値の高い人，及び低い人の特

徴に関する記述も含む． 
選好情報は，趣味，好きなもの（食べ物，映画，アーテ

ィスト，スポーツ，色，季節，動物，教科，旅行先など）

および文化的背景として宗教に関する情報も含む．選好情

報の項目はユーザごとに設定することを想定している． 
図１６にユーザ DB の例を示す． 

3.2.2 口調 DB  
口調 DB には発話行為タイプごとに，丁寧な文章(raw)と

それをユーザが手動で言い換えた発話(processed)が JSON形
式で格納されている．発話行為タイプごとに８組程度，合

計で１００組程度のデータセットを用いる． 
図１７に口調 DB の例を示す． 

図１７：口調 DB の JSON データ例 

図１０：発話行為タイプ判定モジュールの system メッセージ 

図１２：口調制御モジュールの system メッセージ 

図１３：口調制御モジュールの user メッセージ 

図１６：ユーザ DB のテキストデータ例 

図１1：発話行為タイプ判定モジュールの user メッセージ 

図１４：口調制御フェーズの実行例 

図１５：発話行為タイプの必要性 
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4. 実験計画 
4.1 実験内容 

ユーザと親交のある被験者をペアに分け，与えられたテ

ーマで６回，チャット形式の議論を行う． 
1. 被験者ペア（テーマ A） 
2. 被験者ペア＋ユーザ本人（テーマ A） 
3. 被験者ペア（テーマ B） 
4. 被験者ペア＋ペルソナ ChatBot（テーマ B） 
5. 被験者ペア（テーマ C） 
6. 被験者ペア＋デフォルト ChatBot（テーマ C） 
４と６の順番，及びテーマの組み合わせはペアごとに入

れ替えて行う．また，ここでのペルソナ ChatBot はユーザ

のペルソナと本研究のシステムを用いたものであり，デフ

ォルト ChatBot は議論を行うためのプロンプトのみを用い

たものである． 

4.2 評価項目 

各 ChatBot との議論終了後，被験者及びユーザ本人にア

ンケート評価を実施する（１−７段階評価） 
項目１：ChatBot がユーザの性格を模せているか 
項目２：ChatBot がユーザの選好を模せているか 
項目３：ChatBot がユーザの口調を模せているか 
項目４：ChatBot が参加することでユーザの意見を反映さ

せた議論を行うことが出来たか 
被験者は別のペアがユーザ本人と議論した結果と比較す

ることで項目４を評価する．また，ユーザ本人は ChatBot
が自分の意見を代弁してくれているか加味して項目４を評

価する． 
 被験者とユーザに親交があるという条件の上で，より多

くの実験を行うために，大学生を主な被験対象とする予定

である． 

4.3 実験で検証する仮説 

項目１について，ペルソナのモデルとなるユーザの性格

が個性的であるほど性格の模倣性は向上し，高い評価にな

るだろう．具体的には BigFive の各項目の測定値が平均値

から外れているほど GPT-4 が性格の特徴を捉えやすいので

はないかと考える． 
項目２について，被験者がユーザの選好を全て正確に把

握していることはないので，少なくともユーザらしさを感

じる選好情報を ChatBot が提示することができれば高い評

価になると考える． 
項目３について，口調情報１００件のみでその模倣を目

指している点が本研究のひとつの新規性及び挑戦性である．

発話行為タイプ分けを正確に行うことが出来れば，関連性

の高い発話例の Few-Shotプロンプトを作成することができ

るので，高い評価になると考える．一方，発話行為タイプ

分けが誤った場合，関連性の低い発話例の Few-Shotプロン

プトとなり，評価が下がるだろう． 
項目４については，項目１〜３の評価と相関が高くなる

と考える．ChatBot がユーザの性格，選好，及び口調を高

精度で模倣することが出来れば，ChatBot との議論はユー

ザ本人と行う議論に近いものとなり，ユーザがいなくても

ユーザの意見を反映させた議論になるだろう． 

5. おわりに 
本研究では，ユーザを模したペルソナを用いた代理議論

エージェントの設計手法，及びその実験計画を提案した．

ユーザの性格情報と選好情報から返答内容を生成し，それ

をユーザの口調情報に基づいて制御するための具体的なプ

ロセスを提示した．また，未知の選好情報の推定や，発話

行為によるタイプ分けなどによる精度向上も目指した． 
今後，既述した実験を行うことで本研究のシステムが，

ユーザの代理議論エージェントを担うことができるのか確

認できるだろう． また，エージェントによる BigFiveパー

ソナリティ特性検査の再現性の調査や，選好情報推定の精

度にフォーカスした実験を行うことで，それぞれのモジュ

ールの詳細な性能が明らかになるだろう． 
本研究のシステムの実用化において，ペルソナ作成の容

易性は非常に重要となる．より少ないデータから，より高

精度なペルソナを作成できる手法確立を今後の課題とした

い．また，今回はテキストベースの代理議論システムを構

築したが，電話会議やビデオ会議，対面会議など，議論は

テキストベース以外でも広く行われている．昨今，生成 AI
の技術成長は著しいもので，リアルタイムの音声生成や動

画生成により，マルチモーダルな代理議論エージェントの

設計，開発を検討していく． 
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